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岐阜大学教育学部と
カールスルーエ教育大学
は、教員養成に関する組
織的・計画的な研究者交
流及び教育研究に関する
情報交換などを推進する
ため、学術交流協定を締結しています。このたび、新たに
学生交流に関する内容を追加し、更新された協定を締結
しました。これにより、国際交流の中で生まれる授業研
究や協働教材開発が学生の間にも浸透し、新しい教育内
容の構築に発展することを期待しています。

「環境ユニバーシティ
宣言」をした 11 月を環
境月間と定め、岐阜大学
フォーラム「環境ユニバー
シティフォーラム」を毎年
開催しています。今回は、
岐阜県立森林文化アカデミーの横井秀一氏を講師に招
き、「森は岐阜の宝もの～この宝を未来に引き継ぐため
に～」をテーマに、森林の機能や現状について歴史を含
めて語られました。また、岐阜大学地域科学部の向井譲
教授との対談も行われました。

カールスルーエ教育大学（ドイツ）と
学術交流協定を締結しました

第50回岐阜大学フォーラムを
開催しました

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2017→Mar.2018Topics

平成29年10月から平成30年2
月にかけて、4つの協定を締結しま
した。活力ある地域社会の形成・発
展及び人材育成に寄与することを
目的に、株式会社岐阜フットボール
クラブ（FC岐阜）・下呂市・白川村と
協定を締結。さらに、災害発生時に、
大学敷地内にあるミニストップと相
互に協力して大学構成員と大学に
避難してきた地域住民の安全・安定
を図ることを目的に、ミニストップ
株式会社と協定を締結しました。

企業や地方自治体と各種協定を締結しました

株式会社岐阜フット
ボールクラブと連携
に関する協定を締結

下呂市と連携に関す
る協定を締結

白川村と連携に関す
る協定を締結

ミニストップ株式会
社と連携に関する協
定を締結

岐阜大学の研究・技術の発信を通
して、企業ニーズとのマッチングの
機会を提供し、地域産業界への貢献
を高めようと行われた「岐阜大学産
学連携フェア2017」。特許関連技術
や学会賞などを受賞した研究成果の
説明とパネル展示を実施しました。
また、岐阜大学地域交流協力会と共
同で「秋の特別講演会」を開催。産
業界の方々に岐阜大学の研究成果を
紹介する良い機会となりました。

「地（知）の拠点整備事業
（COC事業）」およびそれに
続く「地（知）の拠点大学によ
る地方創生推進事業（COC+
事業）」を実施・支援する機関
として活動している岐阜大
学地域協学センター。平成29年10月より新しい建物に
移転し、その開所式が10月25日（水）に行われました。
地域が直面する課題の解決に向けた対話の場 “フュー
チャーセンター”を行うための「フューチャーセンター
ルーム」などの設備が新たに備わりました。

岐阜大学産学連携フェア2017を
開催しました

岐阜大学地域協学センターの
開所式を開催しました

平成29年10月20日（金） 平成29年10月25日（水）

平成29年11月1日（水）平成29年10月26日（木）

平成29年10月27日（金）

平成30年1月22日（月）

平成29年11月24日（金）

平成30年２月28日（水）
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岐阜大学では、毎年11月を「秋の国際月間」と位置付け、様々な国
際交流行事を開催しています。11月２日（木）は「留学生及び外国人
研究者等との学長主催懇談会」を開催。森脇学長をはじめとする職員
と外国人留学生や外国人研究者、その家族などが一堂に会し、親睦を
図りました。11月16日（木）は、中国農業大学の李賛東教授を招き、
特別講演会「岐阜大学留学と科学研究の基盤構築」を開催。李教授が
岐阜に留学することになったきっかけや、岐阜の素晴らしさなどが語
られました。11月22日（水）は、アルバータ大学ESL（English as a 
Second Language）の報告会「UofA※に行ってみよう会」を開催。ア
ルバータ大学（カナダ）に留学した学生が、一連のスケジュールや現地
での生活などについて報告しました。

岐阜大学は、文部科学省「地
（知）の拠点大学による地方創
生推進事業（COC+）」の中間評
価において、最高の「S」評価を
受けました。「地（知）の拠点整
備事業（大学COC事業）」の平成28年度評価と、COC+
の中間評価がともにS評価であったのは、全国で2大学だ
けです。3月16日（金）の記者会見では、森脇学長から、
COC+中間評価の説明が行われ、今後ますます「地域活
性化の中核拠点」として動き出すことが報告されました。

岐 阜 大 学 の とりくみ
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秋の国際月間に国際交流行事を行いました

「地（知）の拠点大学による地方創生
推進事業（COC+）」中間評価で最高
の「S」評価を受けました

平成29年度に旧早野邸セミ
ナーハウスにおいて「岐阜大学
出前講座」を全8回開催いたしま
した。全体を通して、のべ376人
の方に来場いただきました。平
成28年度より開催している本
講座は、教育研究の成果を定期
的に発信する場や、地域の皆様
の学びの場となることを目的と
しています。毎回のアンケートでも高い評価を得たことか
ら、平成30年度も全6回の出前講座を予定しています。

岐阜大学出前講座（旧早野邸セミナー
ハウスで開催）を平成30年度も開催
します

炭 素 繊 維と 樹 脂を 用い
たブリッジ の 製 作 とそ の
設 計 方 針をまとめたポス
ターを発表し、順位を競う

「JISSE-15学生ブリッジコン
テスト」。出場した岐阜大学
の学生チームが第２位と第３位に入賞し、昨年度に続き、
2年連続の受賞となりました。また、2位のチームは「ベ
スト荷重賞」を受賞。12月18日（月）には森脇学長への
報告会が行われ、学生は「昨年度の反省を踏まえ、軽量化
や高強度化に取り組み、結果が出せた」と報告しました。

「JISSE-15学生ブリッジコンテスト」で
学生チームが入賞し、報告会を行いました

岐阜大学・岐阜薬科大
学・サラマンカ大学（スペ
イン）の三大学間で基本合
意を取り交わしました。こ
の合意では、三大学間で
連携して定期的にシンポ
ジウムを開催すること、美濃・伊吹山の薬草に関わる文献
調査を行うことが確認されました。第一回のシンポジウ
ムは、サラマンカ大学800周年記念事業の一環として、来
春岐阜県で開催される予定です。今回締結した合意書に
基づき、三大学の連携を深めていきます。

岐阜大学、岐阜薬科大学、サラマンカ
大学の三大学間で基本合意を取り交
わしました

地方自治体、行政委員会と各種覚書を締結しました

岐阜大学フェア2017を開催しました

一般の方を対象に、岐阜大
学の教育、研究、社会貢献活動
を知ってもらおうと毎年実施し
ている「岐阜大学フェア」。会
場では、作家の鳴海風氏による

「江戸時代の数学『和算』の魅
力」と題した特別講演のほか、
森脇学長を始めとした本学教
員の模擬講義、学生の作品展
示やパフォーマンス、各学部・
センター等の活動をパネル展示で紹介。高校生や地域の
方々約300名にご来場いただきました。

環境月間行事の一環として
「秋のクリーンキャンパス」を
実施しました。今年は、教職員
や学生ら675名が参加。例年
通り本学のキャンパス内に校
舎がある岐阜薬科大学の職員
や学生も清掃活動に参加し、
力を合わせてキャンパス内の
ごみや落ち葉拾い、放置自転
車の整理を行いました。また、
キャンパス内の清掃だけでなく、キャンパス周辺にある
新堀川の川岸のごみ拾いなども行いました。

秋のクリーンキャンパスを実施しました

平成29年11月1日（水）～12月1日（金）

平成29年11月9日（木）

平成29年11月30日（木）・12月18日（月）

平成29年12月16日（土）

平成30年2月23日（金）・3月16日（金）

平成30年3月13日（火）・25日（日）

平成29年11月22日（水）

留学生および外国人等との学長主催懇談会の様子

特別講演会「岐阜大学留学と科学研究の基盤構築」の様子

アルバータ大学留学報告会の様子※UofA…University of Alberta

平成29年度学位記授与式、修了証書授与式を行いました

3月13日（火）、岐阜大学講堂において、平成29年度岐
阜大学大学院連合農学研究科・連合獣医学研究科の学位
記授与式を行われ、博士課程20名、論文博士8名が卒業・
修了しました。　　

3月25日（日）は、長良川国際会議場において、平成29
年度学位記授与式を行い、学部学生1,349名、大学院学生
523名が卒業・修了しました。また、平成29年度岐阜大学
流域水環境リーダー育成プログラムの修了証書授与式も
行われ、森脇学長は英語で祝辞を贈りました。本年度は、
博士課程2名（インドネシア1名、スリランカ1名）、修士課
程12名（日本5名、中国3名、インドネシア3名、バングラ
デシュ1名）が本プログラムを修了しました。

高度な教育専門職を養成する岐
阜大学教職大学院は、北方町・岐阜
市教育委員会・本巣市教育委員会
と「教員の資質向上に向けた連携に
関する覚書」を締結しました。学校
や地域の中核となる学校管理職の
養成や、現職教員が勤務しながら学
び、その学びを学校や地域に還元で
きるよう、各団体との協力・連携を
図ります。

北方町と「教員の資
質 向 上 に 向 け た 連
携に関する覚書」を
締結

岐阜市教育委員会と
「教員の資質向上に
向けた連携に関する
覚書」を締結

本巣市教育委員会と
「教員の資質向上に
向けた連携に関する
覚書」を締結

平成29年11月21日（火）

平成30年1月9日（火）

平成29年12月22日（金）
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る
食
べ
物
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
中
に
は
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物
質
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。も
し
、と
て
も
小
さ

な
化
合
物
で
あ
る
ペ
プ
チ
ド
単
位

で
有
効
な
成
分
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
原

因
物
質
を
摂
取
す
る
こ
と
な
く
、

病
気
の
改
善
や
予
防
に
繋
が
る
物

質
の
み
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
は
、
様
々
な
ア
ミ
ノ
酸
配
列
の

岐阜大学応用生物科学部応用生命科学課程

長岡 利 シニア教授 
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コレステロール代謝を改善する
世界初の成分を続々と発見。

特　集

未来の健康を
考える

※シニア教授… 岐阜大学の教育職員個人評価において、
 高い評価を受けた者に付与される称号

虚血性心疾患

正常な血管

動脈硬化を起こした血管

脳卒中

15.5%

11.0%

気管癌／気管支癌／肺癌 3.0%

慢性閉塞性肺疾患 5.6%

下気道感染症 5.6%
その他
56.5%

糖尿病 2.8%

世界の死因の約1/4が動脈硬化関連疾患

脳梗塞、狭心症、心筋梗塞の原因世界の死因［2015. WHO（世界保健機関）統計データ］

コレステロール

▶血流がスムーズ

▶血管が狭く、血流が滞りやすい



重
な
る
追
試
の
結
果
、
牛
乳
に
含

ま
れ
る
乳
清
タ
ン
パ
ク
質
に
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
低
減
さ
せ

る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
も
、

乳
製
品
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
研
究

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
世
界
に
先
駆
け
て

ラ
ク
ト
ス
タ
チ
ン
を
発
見
で
き

た
理
由
の
一
つ
が
、
腸
の
培
養
細

胞
「
C
a
c
o
‒
2
細
胞
」
を
用

い
て
ペ
プ
チ
ド
の
評
価
を
行
っ
た

こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
ま
ず
、
乳

清
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
し
て
得
ら

れ
る
β
‒
ラ
ク
ト
グ
ロ
ブ
リ
ン
を

ラ
ッ
ト
に
経
口
投
与
し
、
こ
の
タ

ン
パ
ク
質
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

を
下
げ
る
作
用
が
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
次
に
、

β
‒
ラ
ク
ト
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
ペ
プ

チ
ド
単
位
に
分
解
し
、
こ
れ
を
一

つ
ず
つ
評
価
し
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
た
だ
、
ラ
ッ
ト
に
経
口

投
与
し
て
そ
の
結
果
を
評
価
す
る

に
は
、
大
量
の
ペ
プ
チ
ド
を
精
製

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
は
ペ
プ
チ
ド
1
g
で
1
0
0
万

円
ほ
ど
の
コ
ス
ト
が
掛
か
る
だ

け
で
な
く
、
精
製
に
非
常
に
長
い

時
間
を
要
し
ま
す
。
こ
れ
で
は
す

べ
て
を
評
価
す
る
の
は
不
可
能
で

す
。
そ
こ
で
私
は
、
微
量
の
ペ
プ

チ
ド
を
用
い
て
試
験
管
内
で
評
価

で
き
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
続

け
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
る
時
、
腸

の
培
養
細
胞
に
少
量
の
ペ
プ
チ
ド

を
入
れ
、
市
販
の
放
射
性
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
添
加
し
、
吸
収
す
る

速
さ
を
比
べ
る
方
法
に
た
ど
り
着

い
た
の
で
す
。こ
の
方
法
に
よ
り
、

ご
く
少
量
で
ペ
プ
チ
ド
の
機
能
を

評
価
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

結
果
、
優
位
な
反
応
を
示
す
ペ
プ

チ
ド
を
３
つ
ま
で
絞
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ペ
プ
チ
ド

を
ラ
ッ
ト
に
投
与
し
、
最
終
的
な

評
価
を
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ

こ
で
も
短
期
間
で
の
評
価
手
法
が

な
い
か
と
50
通
り
ほ
ど
の
実
験
を

試
し
、
よ
り
効
率
の
良
い
動
物
実

験
モ
デ
ル
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ

う
し
て
何
度
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
評
価
方
法
に
工
夫
を
加
え
て

い
っ
た
結
果
、最
終
的
に
「
ラ
ク
ト

ス
タ
チ
ン
」
を
発
見
す
る
に
至
っ

た
わ
け
で
す
。

ラ
ク
ト
ス
タ
チ
ン
の
研
究
を
通

じ
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
改

善
機
能
を
持
つ
ペ
プ
チ
ド
を
効
率

的
に
見
つ
け
出
す
実
験
基
盤
を
確

立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、

同
様
の
評
価
手
法
を
使
い
、
大
豆

由
来
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
改

善
ペ
プ
チ
ド
「
ソ
イ
ス
タ
チ
ン
」

を
は
じ
め
、
様
々
な
有
効
成
分
を

発
見
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、食

品
が
脂
質
代
謝
に
与
え
る
影
響
を

ア
ミ
ノ
酸
配
列
か
ら
議
論
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
食
品
機
能
学
の
新

た
な
分
野
を
切
り
拓
く
こ
と
に
繋

が
っ
た
の
で
す
。

将
来
は
ア
ミ
ノ
酸
配
列
か
ら

機
能
を
予
測
す
る
こ
と
も
。

有
効
な
ペ
プ
チ
ド
を
短
期
間
で

見
つ
け
出
す
実
験
技
術
を
確
立
し

た
こ
と
で
、様
々
な
食
品
か
ら
有
効

な
物
質
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、ア
ミ
ノ
酸
配
列
か
ら
ペ
プ
チ
ド

が
持
つ
機
能
を
予
測
し
た
り
、
将

来
的
に
は
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
変
え

る
こ
と
で
特
定
の
機
能
を
持
た
せ

た
り
、
高
機
能
化
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
は
ず
で
す
。

現
在
、
私
た
ち
は
様
々
な
食
品

に
研
究
対
象
を
広
げ
て
お
り
、
中

に
は
医
薬
品
と
遜
色
な
い
作
用
を

持
つ
物
質
も
数
種
出
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
評
価
手
法
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
発
見
さ
れ
た
ペ
プ
チ
ド
の
情

報
か
ら
そ
れ
ら
の
性
質
と
構
造
の

関
連
性
を
解
明
し
た
り
、
実
際
に

食
べ
た
際
に
ど
ん
な
遺
伝
子
に
働

く
の
か
と
い
っ
た
仕
組
み
の
部
分

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、私
た

ち
が
普
段
口
に
す
る
身
近
な
食
品

か
ら
有
用
な
物
質
を
さ
ら
に
数
多

く
発
見
し
、
人
々
の
健
康
増
進
に

よ
り
一
層
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
か
ら
、
有
効
な
ペ
プ
チ
ド
だ
け

を
選
び
出
す
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
た
の
で
す
。

た
だ
、
そ
の
選
別
作
業
に
は
膨

大
な
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
私
た
ち
は
、
研
究
室
全
員
で

総
力
を
挙
げ
て
実
験
に
取
り
組

み
、平
成
13
年
、つ
い
に
世
界
初
と

な
る
乳
清
タ
ン
パ
ク
質
由
来
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
減
化
ペ
プ
チ
ド

「
ラ
ク
ト
ス
タ
チ
ン
」
を
見
つ
け
出

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の
頑
張
り

が
あ
っ
て
こ
そ
の
大
発
見
だ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
こ
の
発
見
に
至
る

ま
で
に
は
、
実
に
12
年
の
歳
月
を

要
し
ま
し
た
。

今
か
ら
1
0
0
年
前
の
研
究
で

は
、牛
乳
成
分
は
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
を
上
昇
さ
せ
る
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、そ
の
後
の
度

岐阜大学大学院 自然科学技術研究科
生命科学・化学専攻
食品分子機能学研究室 修士課程1年

浅野 智哉 さん

岐阜大学大学院 自然科学技術研究科
生命科学・化学専攻
食品分子機能学研究室 修士課程1年

マヘムティ ミジティ さん

岐阜大学大学院 自然科学技術研究科
生命科学・化学専攻
食品分子機能学研究室 修士課程1年

川口 勇矢 さん

長岡先生の研究室を
選んだ理由は？

川口　長岡先生の授業で機能性食品
の話を聞き、身近な食べ物に病気を予
防する効果があることに興味を持っ
たのがきっかけです。食品由来の成分
で生活習慣病の原因となる脂質異常
症を改善する研究は、高齢化が進む日
本において、とても将来性のある分野
だと感じました。
浅野　私は、長岡先生の下で研究がし
たいと思い、他の大学を卒業後、岐阜
大学の大学院を受験しました。食品の
機能性の中でもペプチドに興味があ
り、専門の研究者を探したところ、コ
レステロール低減化ペプチドを世界
で初めて発見された長岡先生の情報
に行きつきました。
マヘムティ　以前学んでいた中国の
新
しんきょう

疆農業大学でも食品科学を研究し
ており、私を指導してくれた教授も過
去に日本で学んでいました。乳清タン
パク質の機能性を勉強したいと先生
に相談したところ日本への留学を勧
められ、食品の機能性について勉強で
きる大学を探した結果、岐阜大学の長

岡先生にたどり着きました。

現在はどんな研究に
取り組んでいますか？

川口　私は企業と共同で、ポリフェ
ノールが脂質代謝を改善する効果を
遺伝子レベルで評価し、そのメカニズ
ムを解明する研究を行っています。良
い結果が出ないことも多いですが、地
道な作業の結果、仮説が立証された時
には達成感があります。
浅野　サケの白子に多く含まれるタ
ンパク質「プロタミン」のコレステ
ロール低減機能を研究しています。先
行研究によって低減機能があるとい
う結果が出ていることから、ラットに
28日間連続で経口投与し、脂質代謝
がどれほど改善するのかを調べたの
ですが、残念ながら期待する結果は得
られませんでした。今後も投与する分
量などを変えながら、粘り強く研究を
続けていきたいです。
マヘムティ　私はコメ由来のタンパク
質「αグロブリン」の脂質代謝を研究し
ています。αグロブリンを数百のペプ
チドに分解し、実験で評価したところ、

優位な効果を持つペプチドをいくつか
発見しました。今後はこのペプチドを
動物実験で評価していく計画です。

今後の目標について
教えてください。

川口　これまでの機能性食品の研究
経験を活かして社会で活躍したいで
す。健康食品事業に力を入れる食品
メーカーに就職し、医療費の削減に繋
がるような商品の開発ができればと
考えています。
浅野　私も同じように食品メーカーへ
の就職を考えています。もちろん健康
食品の研究開発にも興味があります
が、それだけでなく、人々に喜ばれる
おいしい商品の開発に幅広く関わっ
ていきたいと思います。
マヘムティ　今後は岐阜大学で博士
課程に進み、その後は出身大学に戻っ
て研究を続けていく予定です。中国で
販売されている機能性食品はまだ少
なく、ペプチドレベルの研究も十分に
進んでいません。そのため帰国後は、
中国の機能性食品の研究を牽引して
いければと考えています。

研究室メンバーインタビュー
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サンスター株式会社と共
同開発した特定保健用食
品「緑でサラナ」。血中の
コレステロールを低下さ
せる働きを持つ野菜由来
のアミノ酸（SMCS）を
含んでいる。

Caco-2細胞を培養した培
地。この培地を使い、以前
はペプチドの評価に大量
の標本が必要だった実験が
大幅に効率化された。



伐
採
を
促
す
手
立
て
は
な
い
か
と

外
来
植
物
の
成
分
の
研
究
に
着
手
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
食
べ
物
や
医

薬
品
、
農
薬
な
ど
、
数
多
く
の
有
機

化
合
物
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
体
そ
の
も
の
も
、
た
ん
ぱ
く

質
や
脂
質
、
炭
水
化
物
な
ど
の
有
機

物
か
ら
で
き
て
お
り
、
体
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
毎
日
食
事
を
取
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、病
気
に
な
っ
た

時
に
は
、
滋
養
の
つ
く
食
事
を
取
っ

た
り
、
薬
を
摂
取
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
体
の
調
子
を
整
え
ま
す
。
人
類

は
、
漢
方
薬
や
生
薬
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
薬
用
植
物
な
ど
、
様
々
な
経
験

を
踏
ま
え
て
健
康
増
進
や
病
気
の

治
療
に
役
立
つ
知
識
を
得
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
科
学
で

い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
私
は
、

従
来
か
ら
和
漢
薬
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
い
る
薬
用
植
物
を
始
め
、
様
々
な

植
物
に
、
ど
の
よ
う
な
化
合
物
が
含

ま
れ
、
そ
れ
ら
が
ど
ん
な
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
有
用
成

で
す
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
ど
の
化
合
物

が
が
ん
の
増
殖
阻
害
に
寄
与
し
て
い

る
の
か
を
特
定
す
べ
く
、
酢
酸
エ
チ

ル
層
に
含
ま
れ
る
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
を

さ
ら
に
細
か
く
分
別
す
る
単
離
精
製

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
型
分
析

機
器
で
詳
細
な
構
造
解
析
を
行
っ
た

結
果
、
単
離
成
分
は
3
種
の
「
カ
ル

コ
ン
」、1
種
の「
フ
ラ
バ
ノ
ン
」、2

種
の「
オ
ー
ロ
ン
」で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

報
告
例
の
少
な
い
希
少
な
フ
ラ
ボ
ノ

イ
ド
で
、
と
り
わ
け
カ
ル
コ
ン
の
中

に
含
ま
れ
る
「
4
‒
メ
ト
キ
シ
ラ
ン

セ
オ
レ
チ
ン
」
は
、
単
離
精
製
さ
れ

た
報
告
が
2
例
し
か
な
い
極
め
て
珍

し
い
化
合
物
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
化
合
物
を
、
ヒ
ト
白
血
病
細

胞
で
再
び
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
4
‒

メ
ト
キ
シ
ラ
ン
セ
オ
レ
チ
ン
が
非
常

に
強
い
が
ん
の
増
殖
阻
害
効
果
を
示

し
、
そ
の
効
果
は
抗
が
ん
薬
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
パ
ク
リ
タ
キ
セ
ル
と

同
程
度
だ
と
分
か
っ
た
の
で
す
。

食
用
菊
や
鑑
賞
菊
に
含
ま
れ
る

化
学
成
分
も
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
か
ら
単
離
精
製

さ
れ
た
6
種
の
化
学
成
分
は
ほ
と
ん

ど
観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

抽
出
物
に
は
、
食
用
菊
や
鑑
賞
菊
と

比
べ
て
希
少
な
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
大

量
に
含
ま
れ
て
い
る
の
と
同
時
に
、

強
い
抗
が
ん
作
用
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
で
私
は
、
厄
介
者
で
あ
る
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
を
有
効
活
用
で
き
る
方

法
を
発
見
し
、
伐
採
に
お
金
を
か
け

て
も
付
加
価
値
が
生
ま
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
生
態
系
の
保
全
に
寄

与
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

抗
が
ん
剤
と
同
等
の
効
果
を

発
揮
す
る
成
分
を
発
見
。

研
究
は
岐
阜
市
の
幹
線
道
路
沿
い

で
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
採
集
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
花
と

そ
の
他
の
部
位
に
分
け
、
花
だ
け
を

ア
ル
コ
ー
ル
に
1
週
間
ほ
ど
浸
し
た

後
、
残ざ

ん
さ渣

を
ろ
過
し
、
抽
出
液
を
減

圧
濃
縮
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
得
ら

れ
た
抽
出
物
を
n
‒
ヘ
キ
サ
ン
、
酢

酸
エ
チ
ル
、
n
‒
ブ
タ
ノ
ー
ル
と
い

う
3
種
の
溶
液
を
用
い
て
分
離
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
酢
酸
エ
チ
ル
の
層
に
溶

け
込
ん
だ
有
機
成
分
か
ら
極
め
て
高

い
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
含
有
量
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
は
、
薬

理
作
用
や
健
康
増
進
効
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る
天
然
の
有
機
化
合
物
で

す
。
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
黄
色
い

花
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
苦
み
の
成
分

と
し
て
知
ら
れ
、
黄
色
い
植
物
色
素

で
あ
る
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
当
初
か
ら
予
想
し
て
い

ま
し
た
。
が
ん
の
増
殖
を
抑
制
す
る

性
質
も
あ
る
だ
ろ
う
と
仮
説
を
立

て
て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
ヒ
ト

白
血
病
細
胞
を
使
っ
て
調
べ
て
み
る

と
、
予
想
以
上
の
結
果
を
示
し
た
の

植
物
に
含
ま
れ
る
有
用
化
合
物
を
抽

出
し
、
そ
の
構
造
を
解
析
す
る
の
と

同
時
に
、
抗
が
ん
作
用
や
抗
酸
化
作

用
な
ど
の
様
々
な
機
能
を
明
ら
か
に

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
年
に
何
度
か

海
外
に
出
向
き
ま
す
が
、
例
え
ば
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
で
は
、研

究
環
境
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
高
度
な

分
析
機
器
が
な
い
だ
け
で
な
く
、日

本
な
ら
翌
日
に
届
く
試
薬
を
調
達
す

る
の
に
１
ヶ
月
以
上
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。そ
こ
で
私
は
、岐
阜
大
学

の
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
を
海
外
の
大

学
で
紹
介
し
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

優
秀
な
学
生
た
ち
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
留
学
生
た
ち
は
誰

も
が
勉
強
熱
心
で
、ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

姿
は
、日
本
人
の
学
生
に
と
っ
て
と
て

も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼

ら
は
日
本
で
実
績
を
積
み
、母
国
に

戻
っ
た
後
も
、
研
究
者
や
大
学
教
員

と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
研
究

の
輪
が
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
に
広

が
り
、さ
ら
な
る
成
果
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

分
を
調
べ
る
研
究
は
５
年
ほ
ど
前
に

始
め
ま
し
た
。
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

と
は
、
キ
ク
科
ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク
属
の

宿
根
草
で
、
春
に
な
る
と
道
路
脇
や

河
川
敷
な
ど
で
き
れ
い
な
黄
色
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
北
ア
メ
リ
カ
原
産

で
観
賞
用
と
し
て
輸
入
さ
れ
ま
し
た

が
、
繁
殖
力
が
非
常
に
強
く
、
日
本

固
有
の
在
来
種
を
減
少
さ
せ
る
な

ど
、
生
態
系
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、現
在
で
は
栽

培
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
伐
採
が
奨
励

さ
れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、伐
採
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
放

置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
地
上
部

を
伐
採
し
て
も
、
根
が
残
っ
て
い
れ

ば
増
殖
し
て
い
き
ま
す
。
掘
り
起
こ

し
て
完
璧
に
除
去
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
作
業
が
大
変
な
だ
け
で

な
く
、
見
た
目
が
き
れ
い
な
こ
と
か

ら
伐
採
を
躊
躇
す
る
人
も
多
く
、
ま

ず
は
侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
こ
と

を
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が

第
一
で
す
。

今
回
の
研
究
で
、
が
ん
細
胞
の
増

殖
を
阻
害
す
る
化
合
物
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
が
、
創
薬
な
ど
に
は
多
大
な

歳
月
と
費
用
が
か
か
る
た
め
、
有
効

活
用
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
今
回
の
成
果
に

よ
り
、
侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
多
く
の
人
が
知
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
に

限
ら
ず
、
様
々
な
植
物
の
有
用
成
分

は
、未
解
明
の
ま
ま
で
す
。
現
在
、製

薬
、
農
薬
、
食
品
な
ど
の
各
分
野
の

企
業
と
の
共
同
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
私
た
ち
の
研
究
の
成

果
を
広
く
社
会
に
還
元
し
て
い
け
る

よ
う
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
の
留
学
生
ら
が
活
躍

研
究
の
裾
野
は
海
外
へ
と
拡
大
中
。

私
た
ち
の
研
究
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
の
が
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら

来
る
留
学
生
や
外
国
人
研
究
者
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
彼
ら
の
国
の
薬
用
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岐阜大学工学部化学・生命工学科 
物質化学コース

纐
こ う け つ

纈 守 教授

纐纈教授の研究室で研究に励むアントニ・パラ
ディディさん（写真中央）、アモール・ソナワネさ
ん（写真左）。博士号を取得した後、それぞれ母国
のインドネシア、インドに帰国し、岐阜大学での
経験を活かして研究活動を続ける予定です。
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オオキンケイギクに関する研究成果論文が掲載
されたエルゼビア社（オランダ）発行の学術誌。

ヒト白血病細胞に対しフラボノイド系
化合物を投与した際の反応

オオキンケイギク（大金鶏菊）の花

纐纈教授が海外の大学から受けた表彰
や記念品。留学生を積極的に受け入れ、
国際交流を図り、卒業生がグローバル
企業で活躍する能力を獲得できるよう
研究環境を整備している。

伐
採
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
侵
略
的
外
来
植
物
に

抗
が
ん
作
用
の
あ
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
解
明
。

特　集

未来の健康を
考える

オオキンケイギクに含ま
れる6種の単離成分の抗
がん作用を比較。4-メト
キシランセオレチン（3）
が最も強いがん増殖阻害
効果を示し、抗がん剤と
して使われるパクリタ
キセル（PTX）と同程度
だった。



プロテオグリカン
（ヘパラン硫酸）

腸管上皮細胞伸びる

絨毛

ペクチンが小腸を通過ペクチンが絨毛を伸ばすメカニズム

腸管上皮細胞がペクチンを識別

ヘパラン硫酸に作用

腸管上皮細胞が増殖

絨毛が伸びる

で
し
た
。
し
か
し
私
は
、
そ
れ
ま
で

ヘ
パ
ラ
ン
硫
酸
を
研
究
し
た
経
験

か
ら
、
ペ
ク
チ
ン
に
も
何
か
特
別
な

働
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
た
の
で
す
。

ペ
ク
チ
ン
が
絨
毛
を
伸
ば
す

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
初
め
て
解
明

ペ
ク
チ
ン
に
は
、
小
腸
の
絨
毛

を
伸
ば
す
働
き
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
絨
毛
は
、
小
腸
の

内
壁
に
あ
る
小
さ
な
突
起
で
、
栄

養
を
吸
収
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

昔
、
ア
ジ
ア
人
の
絨
毛
は
茂
る
よ
う

に
た
く
さ
ん
伸
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

は
そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
絨
毛
の
状
態
は
人
種
や
遺
伝

子
に
よ
っ
て
違
う
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
30
年
ほ
ど
前
の

調
査
に
よ
り
、
そ
の
後
の
食
生
活
の

変
化
か
ら
、
絨
毛
の
状
態
が
両
者
で

逆
転
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
食
物

繊
維
の
摂
取
量
に
よ
り
、
後
天
的
に

絨
毛
の
状
態
が
変
化
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
絨
毛
が
伸
び
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
栄
養
吸
収

の
働
き
を
司
る
小
腸
の
上
皮
細
胞

が
ペ
ク
チ
ン
を
識
別
し
、
細
胞
表
面

な
ど
に
あ
る
ヘ
パ
ラ
ン
硫
酸
に
作

用
す
る
こ
と
で
、
細
胞
が
増
殖
し
て

絨
毛
が
伸
び
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
の
で
す
。
マ
ウ
ス
の
実
験
で
は
、

10
週
間
も
あ
れ
ば
、
絨
毛
の
状
態
が

う
よ
う
な
進
展
を
見
な
い
中
、
蚊
帳

の
外
だ
っ
た
糖
質
に
目
が
向
け
ら
れ

始
め
た
と
こ
ろ
、
人
間
が
健
康
を
維

持
す
る
上
で
と
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

私
は
岐
阜
大
学
に
赴
任
以
降
、

人
々
の
体
に
糖
質
や
食
物
繊
維
が
ど

ん
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
を
調
べ

て
い
ま
す
。
中
で
も
一
貫
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
の
が「
ペ
ク
チ
ン
」と
い

う
食
物
繊
維
の
研
究
で
す
。
私
は
以

前
、ア
メ
リ
カ
で
「
ヘ
パ
ラ
ン
硫
酸
」

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
硫

酸
基
を
持
つ
酸
性
の
特
殊
な
糖
で
、

動
物
の
体
内
に
は
必
ず
存
在
し
て
い

る
も
の
で
す
。
体
内
で
ヘ
パ
ラ
ン
硫

酸
が
正
常
に
作
ら
れ
な
く
な
る
と
、

左
側
に
あ
る
は
ず
の
心
臓
が
真
ん

中
に
来
た
り
、
肺
呼
吸
が
で
き
な
く

な
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
と
、様
々

な
病
気
と
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
私
は
、こ

の
ヘ
パ
ラ
ン
硫
酸
と
同
じ
よ
う
な
酸

性
の
多
糖
で
あ
り
、
身
近
な
食
品
に

も
た
く
さ
ん
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
の

ペ
ク
チ
ン
に
着
目
し
た
の
で
す
。

ペ
ク
チ
ン
は
、
野
菜
や
果
物
の

中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ム
を
作

る
時
な
ど
に
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

2
０
０
年
ほ
ど
前
に
発
見
さ
れ
、
現

在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
加
工
食
品
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
粘
り
気
が
あ

る
と
い
っ
た
特
性
以
外
は
注
目
さ

れ
ず
、
体
内
で
の
働
き
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

い
の
が
一
般
的
で
す
が
、
下
痢
を
し

な
い
程
度
に
食
物
繊
維
を
少
量
摂

取
す
る
と
、
術
後
の
回
復
が
早
く
な

る
と
い
っ
た
調
査
結
果
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究
を
通
じ

て
、
ペ
ク
チ
ン
が
体
に
ど
ん
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
を
よ
り
詳
し

く
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
過
度
に
恐
れ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
適
切
に
食
物
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
普
段
口
に
す
る
食
べ

物
が
、
体
の
中
で
ど
ん
な
働
き
を
し

て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
よ
り
突
き
詰

め
た
形
で
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
現
在
よ
り
、
も
っ
と
具
体
的

な
形
で
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」

が
提
示
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
の
究
極
の
目
標
は
、
人
々
が
何
も

考
え
ず
に
普
段
の
食
事
を
取
り
な

が
ら
、
健
康
を
維
持
で
き
る
仕
組
み

を
作
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
の

食
生
活
を
健
康
へ
と
繋
げ
る
研
究

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

身
近
な
糖
質
や
食
物
繊
維
に
は

未
解
明
の
働
き
が
た
く
さ
ん
あ
る

私
は
元
々
米
農
家
の
生
ま
れ
で
、

大
学
時
代
に
は
パ
ン
酵
母
に
つ
い

て
学
び
、
現
在
は
炭
水
化
物
を
構
成

す
る
「
糖
質
」
や
「
食
物
繊
維
」
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
厄

介
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
糖

質
で
す
が
、
食
品
だ
け
で
な
く
人
間

の
体
内
に
も
含
ま
れ
る
と
て
も
重

要
な
物
質
で
す
。
た
だ
、
実
は
い
ま

だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
遺
伝
子
の
仕
組
み
が

徐
々
に
解
き
明
か
さ
れ
、
遺
伝
子
か

ら
生
成
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い

て
研
究
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
糖
質
は
、
遺
伝
子
か
ら

で
き
た
酵
素
を
経
て
作
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
タ
ン
パ
ク
質
に
比
べ
る
と
研

究
対
象
と
し
て
非
常
に
扱
い
づ
ら
い

存
在
で
す
。
そ
の
た
め
、
世
界
的
に

も
研
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
重
要
な

役
目
を
担
っ
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
遺
伝
子

操
作
に
よ
る
が
ん
治
療
の
研
究
が
思

劇
的
に
変
わ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
食

物
繊
維
の
摂
取
量
に
よ
っ
て
、
非
常

に
短
期
間
の
う
ち
に
小
腸
の
内
部

が
変
化
し
て
い
く
の
で
す
。

た
だ
、
絨
毛
が
伸
び
る
と
い
う
現

象
が
、
健
康
に
ど
う
寄
与
す
る
の
か

ま
で
は
詳
し
く
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
昨
年
か
ら
、
通
常
の
３

分
の
１
ほ
ど
の
寿
命
の
老
化
促
進

マ
ウ
ス
を
使
い
、
ペ
ク
チ
ン
を
食
べ

さ
せ
た
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合

を
比
較
し
、
絨
毛
が
伸
び
る
こ
と
が

健
康
に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す

の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
験

で
、
ペ
ク
チ
ン
を
食
べ
さ
せ
た
老
化

促
進
マ
ウ
ス
の
健
康
な
状
態
が
長

く
続
け
ば
、
絨
毛
が
伸
び
た
こ
と
で

栄
養
の
吸
収
が
良
く
な
り
、
健
康
に

よ
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
立
証

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

食
と
健
康
の
関
連
性
を
突
き
詰
め

理
想
の
食
生
活
を
提
示
し
た
い

食
物
繊
維
は
、
大
腸
ガ
ン
の
発
症

を
抑
え
る
働
き
を
持
つ
と
い
っ
た
研

究
が
発
表
さ
れ
る
一
方
、
摂
取
し
す

ぎ
る
と
下
痢
を
引
き
起
こ
す
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
厚
生
労
働
省
で
も
、
食
物
繊
維
の

1
日
の
摂
取
基
準
量
を
約
20
ｇ
と

定
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
な
か
に

は
40
ｇ
食
べ
て
も
下
痢
に
な
ら
な

い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
大
腸
の
手

術
を
し
た
後
は
、
下
痢
を
予
防
す
る

た
め
に
食
物
繊
維
を
食
べ
さ
せ
な

生命の鎖統合研究センター
岐阜大学応用生物科学部 応用生命科学課程
食成分機能化学研究室

矢部 富雄 教授
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絨毛の顕微鏡写真 糖
質
や
食
物
繊
維
「
ペ
ク
チ
ン
」の
機
能
に
つ
い
て
研
究
。

無
理
な
く
健
康
寿
命
を
延
ば
す
「
理
想
の
食
生
活
」を
探
る
。

特　集

未来の健康を
考える



気象が大好きで、
毎回の分析結果に興奮！

1年生で気象学の授業を受
けてその魅力に取りつかれ、
吉野先生のゼミへ。今は特
に、渦位を分解して再び風速
を算出する「渦位部分的逆変
換法」を用いた台風進路の研
究を進めています。進路の
予想誤差が大きかった台風
を対象に、なぜ誤差が大きく
なったのかの原因解明をし
ています。渦位から割り出し
た推定結果を見るときが一
番の醍醐味。研究データを蓄
積して、今後は防災へも役立
てられるように研究成果を
挙げたいです。

NPVU

NPVU

PPVLPPVL

PPVL

PPVT

PPVU NPVU

NPVU

PPVLPPVL

PPVL

PPVT

PPVU

PPVUPPVU

図3は平成28年8月30日15時の
台風1610号の地上天気図（気象庁
提供）。図4は、この時点における台
風周辺の5種類の渦位から算出し
たベクトル。矢印の向きは風の方
向、長さは風の強さを示す。5種類
のベクトルから解析した指向流ベ
クトルが台風の推定進路となり、風
速が強いPPVU、PPVL、NPVUが
進路に影響を与えたことが分かる。

［図1］ 台風1610号の移動速度ベクトル

解析による推定値 実際の観測値

［図2］ 台風1610号の推定指向ベクトル

台風1610号の地上天気図と解析による
推定進路（平成28年8月30日15時）

［図3］

［図4］

全渦位の分解

台風本体の渦位 1 PPVT 台風渦位偏差
台風自身の渦

台風に影響を与える渦位

2 MPV 月平均渦位
時間変化の小さい太平洋高気圧、
偏西風などの長期気象場

3 PPVU 上層正渦位
乾いた上層低気圧の渦。寒冷渦

4 PPVL 下層正渦位
湿った下層低気圧の渦

5 NPVU 上層負渦位
湿った上層高気圧の渦

6 NPVL 下層負渦位
乾いた下層高気圧の渦

高精度に
進路を推定!

NPVU

PPVL
MPV

MPV+PPVU+PPVL+
NPVU+NPVL

NPVL

PPVU

解析した
指向流の
ベクトル

平成28年
8月30日15時

岐 大 で 生 ま れ るも の 。

最先端研究の現場。

岐阜大学工学部附属応用気象研究センターでは、

気象情報を工学的に活用するために気象に関する様々な研究を進めています。

私たちの研究グループは今回、台風が移動するメカニズムの新たな解析手法を開発。

今後、台風進路の予測精度の向上に繋がると、大きな期待が寄せられています。

れ
も
気
象
情
報
を
工
学
的
に
活
用
す

る
教
育
研
究
と
と
も
に
、
企
業
や
地

域
に
貢
献
す
る
た
め
の
応
用
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

特
に
近
年
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
気

象
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
応
用
研
究

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
清
涼
飲
料
水
の
P
O
S（
販

売
管
理
）デ
ー
タ
と
気
象
情
報
を
掛

け
合
わ
せ
る
と
、「
気
温
が
高
い
と

清
涼
飲
料
水
の
販
売
量
が
増
え
る
」

と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
、
そ
の
情
報

を
出
荷
量
の
管
理
に
活
用
す
る
な

ど
、
気
象
情
報
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
結
び

つ
け
る
こ
と
で
、
企
業
に
お
け
る
生

産
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
気
象
情
報
は
A
I
や
Io
T
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
や
す

く
、
今
後
ま
す
ま
す
I
C
T
と
結
び

つ
け
た
産
業
分
野
へ
の
付
加
価
値
提

供
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
若
い
研
究
者

が
将
来
活
躍
で
き
る
進
路
を
築
く

た
め
に
も
、
気
象
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の

業
界
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
が

私
の
務
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、
台
風

が
来
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
質た

ち

で
し

た
。
高
校
時
代
に
気
象
予
報
士
が
国

家
資
格
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、気

象
に
興
味
を
持
ち
、
大
学
で
は
理
学

部
で
気
象
学
を
専
攻
。
３
年
生
の
時

に
気
象
予
報
士
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。
岐
阜
大
学
へ
は
平
成
16
年
に

着
任
し
、
平
成
29
年
よ
り
応
用
気
象

研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
は
「
台
風
の
進
路

形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
手
法
」
の

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
平
た

く
言
う
と
、
台
風
が
な
ぜ
そ
の
進
路

で
移
動
し
た
の
か
を
説
明
す
る
方
法

で
す
。
台
風
の
天
気
図
を
思
い
浮
か

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
台
風
は
目
を

中
心
に
渦
を
巻
い
て
い
ま
す
が
、
実

は
台
風
の
周
り
に
も
、い
く
つ
も
の
小

さ
な
渦
が
独こ

ま楽
の
よ
う
に
く
る
く
る

と
回
っ
て
お
り
、そ
の
渦
が
互
い
に
影

響
し
あ
っ
て
台
風
を
動
か
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は「
渦
位
」

と
呼
ば
れ
る
物
理
量
の
特
性
に
注
目

し
ま
し
た
。渦
位
は
風
速
と
温
度
、気

圧
な
ど
か
ら
求
め
ら
れ
、
そ
の
値
か

ら
再
び
風
速
に
逆
変
換
で
き
る
性
質

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
理
を
用
い
て
、

台
風
周
辺
の
全
渦
位
を
算
出
し
て
左

上
の
表
の
1
〜
6
に
あ
る
６
種
類
の

渦
位
に
分
解
し
、
台
風
自
身
の
渦
位

を
除
い
た
５
種
類
の
渦
位
が
つ
く
る

風
速
を
推
定
す
る
こ
と
で
、
台
風
に

周
囲
の
渦
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
、移
動
さ
せ
る
か
を
解
析
し
ま
す
。

サ
ン
プ
ル
と
し
た
の
は
平
成
28

年
に
観
測
史
上
初
め
て
東
北
の
太

平
洋
側
に
上
陸
し
た
台
風
10
号

（
１
６
１
０
号
）で
す
。一
般
的
に
台
風

は
偏
西
風
に
乗
り
西
か
ら
東
へ
移
動

し
ま
す
が
、こ
の
台
風
は
東
か
ら
西

へ
、そ
し
て
南
下
し
て
北
東
に
進
み
、

さ
ら
に
北
西
へ
進
ん
だ“
迷
走
”台
風

で
し
た
。
図
1
は
実
際
に
観
測
さ
れ

た
台
風
１
６
１
０
号
の
移
動
速
度
ベ

ク
ト
ル
、
図
２
は
今
回
開
発
し
た
解

析
手
法
に
よ
っ
て
推
定
し
た
指
向
流

ベ
ク
ト
ル
を
表
し
て
い
ま
す
。
両
者

を
比
較
す
る
と
、
全
体
的
に
か
な
り

高
精
度
に
台
風
の
進
路
が
推
定
で
き

て
お
り
、こ
の
解
析
手
法
に
よ
っ
て
台

風
１
６
１
０
号
が
な
ぜ
異
常
な
進
路

を
辿
っ
た
の
か
が
説
明
で
き
ま
す
。今

後
は
こ
の
解
析
手
法
を
応
用
さ
せ
、

台
風
の
進
路
予
測
の
精
度
向
上
に
繋

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

気
象
学
は
、
自
然
現
象
を
解
明
す

る
と
い
う
意
味
で
は
も
と
も
と
地
学

の
分
野
の
一
つ
で
す
か
ら
、他
大
学
で

は
理
学
部
で
学
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
し
か
し
岐
阜
大
学
で
は
、“
工

学
部
”の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、気
象
情
報
を
ど
う
社
会

で
活
用
す
る
の
か
、よ
り
工
学
的
に
考

え
る
の
が
研
究
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
大
学
で
初
め

て
、か
つ
唯
一
、気
象
予
報
業
務
許
可

（
気
象
・
波
浪
）（
許
可
第
87
号
）を
取

得
し
、
岐
阜
県
周
辺
の
天
気
予
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
て
い
ま
す

が
、こ
れ
も
地
域
の
方
に
気
象
情
報

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動

で
す
。
ま
た
、応
用
気
象
学
を
専
門
と

す
る
研
究
者
が
９
名
所
属
し
、
雷
か

ら
温
暖
化
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
、多
岐
に
わ
た

る
分
野
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、い
ず
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進路予測のカギは“渦”。
台風の進路形成メカニズムの
新たな解析法を開発。

岐阜大学工学部附属応用気象研究センター センター長
岐阜大学工学部社会基盤工学科
岐阜大学大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻

吉野 純 准教授

台
風
周
辺
の「
渦う
ず
い位

」の
解
析
に
よ
り

台
風
の
進
路
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
。

気
象
現
象
の
理
解
を

ど
う
社
会
に
還
元
す
る
の
か
？

気
象
情
報
を
活
用
す
る
研
究
を
。

岐阜大学工学部
社会基盤工学科 防災コース 4年

松井 友梨 さん



ひらけ！
授業の扉

■ 岐阜大学イングリッシュ・センターの指針と基本方針

■ 技術別のカリキュラム

教員インタビュー

初対面の人から話しかけら
れた時、臨機応変に対応で
きる英会話の習得が目標。
予想外の返答が返って来た
時の即興性をテーマに、徹底
した練習によって会話に自
信を付けていく。

3つの指針

1 統一 … 英語のカリキュラムを統一します

2 向上 … 英語力の向上を目指します

3 管理 … 英語の授業を適切に編成します

3つの基本方針

1 高校英語とは異なる教育方法をとります

2 はっきりした目標を立てます

3 15週で効果が見えるカリキュラムを実施します

綴りと発音の関係性を学ぶ
英語学習法「フォニックス」
のほか、複数の意味を持つ
単語の勉強法、辞書の使い
方、文脈からの意味の推測
法などを学び、英文を自ら
読み解く力を養う。

ネイティブの英語を聞き取
るためには発音を理解する
ことが大切。そのため、単語
のアクセントやリズムなど
を改めて学び、知っている単
語が正確に聞き取れるレベ
ルを目指す。

英語ライティングの基礎を
学習。日本語を英訳するの
ではなく、英文の基本的な
構造を理解し、あらかじめ
用意された例文を参考にし
ながら、生きた英語の文章
の書き方を習得する。

岐
阜
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
、

全
学
共
通
教
育
科
目
の
英
語
の

授
業
は
、
大
半
を
非
常
勤
講
師

に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

一
口
に
英
語
と
言
っ
て
も
、文
学

や
歴
史
、
文
化
な
ど
様
々
な
分

野
が
あ
り
、
先
生
た
ち
は
自
分

の
専
門
分
野
に
偏
っ
た
指
導
を

し
が
ち
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
教

養
を
身
に
付
け
る
と
い
う
点
で

は
そ
れ
も
意
義
深
い
と
思
い
ま

す
が
、一
方
で
、現
在
の
英
語
教

育
の
ニ
ー
ズ
と
は
合
致
し
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
私
は
実
践

的
な
英
語
力
を
身
に
付
け
ら
れ

る
授
業
へ
の
転
換
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、教
員

相
互
の
情
報
共
有
が
十
分
で
は

な
く
、
２
年
間
の
英
語
の
学
習

効
果
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
点
に

も
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
５
年
前
、全
学
共
通

教
育
の
英
語
部
会
長
に
就
任
し

た
の
を
機
に
、
英
語
教
育
の
抜

本
的
な
改
革
を
推
し
進
め
、
平

成
30
年
４
月
か
ら
新
た
に
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
開
設
を
機
に
、
大

部
分
の
授
業
を
非
常
勤
講
師
に

一
任
す
る
従
来
の
体
制
か
ら
、

常
勤
す
る
５
名
の
専
任
教
員
が

多
く
の
授
業
を
担
当
す
る
体
制

へ
と
改
め
ま
し
た
。
そ
し
て
特

任
准
教
授
の
２
名
が
非
常
勤
講

師
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を

務
め
、
密
に
連
絡
を
取
る
こ
と

で
授
業
内
容
や
学
生
の
評
価
基

準
の
統
一
を
図
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、英
語
１

で
ど
ん
な
内
容
を
教
え
た
の
か

を
把
握
し
た
上
で
英
語
２
の
指

導
に
あ
た
る
な
ど
、
英
語
の
授

業
が
相
互
に
関
連
し
、
学
生
た

ち
が
段
階
的
に
英
語
力
を
高
め

て
い
け
る
流
れ
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、毎
週
木
曜
日
に

教
員
た
ち
が
授
業
の
改
善
点
に

つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
場
も
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

単
に
授
業
内
容
を
画
一
化
す
る

の
で
は
な
く
、
お
互
い
の
良
い

部
分
を
取
り
入
れ
る
の
が
狙
い

で
す
。
よ
り
質
の
高
い
授
業
を

目
指
し
、
今
後
も
試
行
錯
誤
を

続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
積

極
的
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。

例
え
ば
、
非
常
勤
講
師
が
担
当

の
場
合
な
ど
、
以
前
は
授
業
後

に
質
問
を
す
る
機
会
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
セ
ン

タ
ー
が
英
語
に
関
す
る
質
問
を

一
括
し
て
引
き
受
け
ま
す
。
20

分
単
位
で
利
用
時
間
の
枠
を

設
け
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
好

き
な
枠
を
選
ん
で
、
授
業
内
容

や
留
学
に
関
す
る
質
問
を
し
た

り
、
先
生
と
英
会
話
を
練
習
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
番
の
問
題
は
「
英
語
が
苦

手
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
学
生

が
多
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は

こ
れ
を
払
拭
し
、「
で
き
る
か

も
」
と
自
信
が
持
て
る
よ
う
な

実
践
的
な
授
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
本
来
、
英
語
は
誰
で
も

練
習
す
れ
ば
使
え
る
よ
う
に
な

る
も
の
で
す
。「
魚
を
与
え
る

の
で
は
な
く
、
魚
の
釣
り
方
を

教
え
よ
」
と
い
う
格
言
が
あ
る

よ
う
に
、
私
た
ち
も
英
語
の
学

び
方
を
教
え
、
学
生
た
ち
が
社

会
に
出
て
か
ら
も
英
語
を
使
っ

て
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
な
指

導
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ジャクソン・リー 特任助教オノ・ファンヘトホフ 特任准教授

私は英語の授業を担当する傍ら、
非常勤講師のサポートも行ってい
ます。イングリッシュ・センターの
開設に伴い、非常勤講師は授業に
関する考えやアイデアが出しやす
くなり、より高度な授業が提供で
きるようになりました。教員同士も
積極的にコミュニケーションをとる
ようになり、「もっと授業を面白くするには？」といった指
導方法に対してアドバイスを求められることも多くなりま
した。このように教える側の環境が整備されたことは大き
いと感じています。今後は教員同士の相乗効果により、よ
り質の高い授業が展開できるのではと期待しています。

学生たちは「英語ができない」と
よく言いますが、本当は「上手か
どうか」の違いだけで、全くでき
ないわけではありません。私は
元々香港出身で、10歳でカナダ
に移住後は、ずっと英語ができな
いことに劣等感を抱いていまし
た。ところが、その後香港を旅行
すると、むしろ英語ができる人として扱われたのです。
それ以来、カナダでも自信を持って話せるようになりま
した。少し自信が持てるだけで、英語に対する意識は変
わります。学生たちには授業を通じて、英語に対する自
信を少しでも付けてもらいたいと思っています。

教員同士が活発に意見し合うことで
より質の高い授業を展開したい。

英語が苦手という思い込みを払拭し、
少しでも自信を持ってもらいたい。

オノ・ファンヘトホフ特任准教授（左）と島﨑治子特任准教授（右）の授業風景。イングリッシュ・センター
が作成したオリジナルの教材を使い、グループワークなども導入した実践的な英語教育が行われ、学生た
ちも積極的に英語を修得しながら授業に参加している。

英語 1

Speaking
英語 2

Listening
英語 3

Reading
英語 4

Writing

16岐大のいぶき　No.35  2018  Spring - Summer　｜17

イングリッシュ・センターの開設で
全学共通教育の英語をより実践的に。
平成30年4月、全学共通教育棟1階に岐阜大学イングリッ
シュ・センターを開設しました。これを機に6人の常勤教員
が中心となり、1・2年次の英語のカリキュラムを統一。
授業の質の向上や教材の開発などにも取り組み、より実践
に即した英語教育を展開していきたいと考えています。

岐阜大学イングリッシュ・センター センター長
岐阜大学教育学部・教育学研究科
学校教育教員養成課程 英語教育講座

デイビッド・バーカー 准教授

2年あまりの準備期間を経て平成30年4月に開設。全学
共通教育科目である英語のカリキュラムや評価基準の
統一、非常勤講師の管理やサポート、学生からの相談
対応などを行っています。教育学部英語教育講座に所
属するデイビッド・バーカー准教授のほか、5名の常勤
教員、12名の非常勤講師で構成されており、全学部の
ほぼすべての英語の授業を担当。週1回のミーティン
グでは、センターの運営方針に関する話し合いのほか、
教職員相互の情報交換も積極的に行われ、授業内容の
改善や教材の開発にも取り組んでいます。今後は留学
を目指す学生の支援にも力を入れていく方針です。

岐阜大学
イングリッシュ・センター
Gifu University English Center



メンバー全員が納得する設計の車を作り、
今年の大会では 15 位入賞を目指したいです。

顧問を務める菊地聡准教
授は、「薫田さんからは、車
やものづくりに対する興
味の深さを感じます。リー
ダーになってさらにしっか
りしたと思います」と薫
田さんを評価。「チームの
柱となり、岐阜大学フォー
ミュラレーシングで学んだ
技術や知識を社会でも活
かしてほしい」と大きく期
待を寄せる。

各パートのリーダーを務める2年の牧田竜汰さん（写真左）と工藤雅彦さん（写真右）は薫田さん
を「目標を決めたら突き進むタイプ。周囲にも目が行き届き、チームに欠かせないリーダー」と
存在の大きさを実感。「これからも連携を取りながら目標に向けて一緒に頑張りたい」と話す。

メンバーは週末や春休み・夏休み
などの休暇を返上し、朝から夕方
まで製作に没頭する。サーキットな
どで試運転を行いながらデータを
取り、修正や改善を重ねて大会本
番に備える。昨年の大会では駆動
系のトラブルが発生したが、力を
合わせて無事に乗り切り、2年連
続で全種目完走賞を受賞した。

3年生の授業で習う旋盤などの工作
機械の使い方や、CADの知識も先輩
に習いながら1年生で習得する。

平成17年に発足した岐阜大学公認のサークル。毎
年9月に行われる「全日本 学生フォーミュラ大会」
に向け、レーシングカーを製作する。現在のメン
バーは21人。車の骨格を手掛けるシャーシ班、エ
ンジン回りを担当するパワトレ班のパートに分か
れ、3次元設計ソフトや旋盤などの工作機械を駆使
し、約9カ月をかけて車両を作り上げる。さらに、
材料や部品、資金を支援してくれる企業へのスポ
ンサー交渉も自らで行う。

「学生ものづくり教育の場」として（公社）自動車技術会（JSAE）が主
催する競技大会。チームを仮想の企業にみたて、商品としてフォー
ミュラスタイルの車体を製作することによって、ものづくりや商品
開発の基本的な考え方を養うことを目的としている。学生がチーム
を組んで企画・設計・製作したフォーミュラカーを審査員が評価す
る。競技は車の走行性能だけでなく、その設計や製作、工程管理、プ
レゼンテーションなども含まれ、ものづくりの総合力を競う。

「岐阜大学フォーミュラレーシング」
「全日本 学生フォーミュラ大会」

自
分
た
ち
の
手
で
車
を
製
作
。

ス
ポ
ン
サ
ー
交
渉
も
し
ま
す
。

も
と
も
と
車
が
好
き
で
、岐
阜
大

学
工
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
岐

阜
大
学
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
レ
ー
シ
ン
グ

に
入
っ
た
の
は
、
入
学
後
の
サ
ー
ク

ル
紹
介
が
き
っ
か
け
。
自
分
た
ち

の
手
で
車
を
作
る
こ
と
に
興
味
を

惹
か
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
毎
年
9
月
に
行
わ
れ

る
「
全
日
本 

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

大
会
」
を
目
指
し
て
車
の
設
計
・

製
作
を
行
っ
て
ま
す
。
活
動
を
行

う
中
で
、
カ
ー
ボ
ン
繊
維
に
つ
い

て
な
ど
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

何
よ
り
少
し
ず
つ
車
が
形
に
な
っ

て
い
く
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
も

の
づ
く
り
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
、車
に
必
要
な
物
品
や
資
金

の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
企
業
へ
の
依

頼
も
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
の
一

つ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
企
業
を
探

し
、
メ
ー
ル
で
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ

た
後
、
活
動
を
直
接
説
明
し
に
行

き
ま
す
。
最
初
は
先
輩
に
同
行
し
、

受
け
答
え
を
学
び
ま
し
た
。
現
在

は
約
50
社
か
ら
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。
設
計
や
製
作
な
ど
の
技
術

に
加
え
、
こ
う
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
も
、

将
来
役
に
立
つ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
私
は
シ
ー
ト
や
外
装

学生が製作したレーシングカーの総合力を競う「全日本 学生フォーミュラ大会」に向けて、
日々、車両の製作に取り組む岐阜大学フォーミュラレーシング。
チームリーダーを務める薫田淳平さんは、工程管理をはじめ、スポンサー交渉など多くの仕事をこなす。
黙々と役割を果たす姿に感化されるチームメイトも多く、厚い信頼を得ている。

の
設
計
や
施
工
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
製
作
が
進
む
よ
う
に
、

各
パ
ー
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
連
携
し

な
が
ら
、
全
体
の
進
捗
を
管
理
し
て

い
ま
す
。
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
に

は
色
々
な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
私
は
個
々
の
意
思
を
尊
重
す

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
思

う
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
も

ら
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
反
省
を
活
か
し
て
、

今
年
の
大
会
は
結
果
を
残
し
た
い
。

大
会
に
は
90
以
上
の
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
す
が
、
昨
年
は
40
位
の

結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
は

15
位
以
内
に
入
る
こ
と
を
チ
ー
ム

の
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
エ
ン
ジ
ン
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

に
よ
り
、
ギ
ア
が
破
損
す
る
と
い

う
問
題
を
大
会
ま
で
に
解
決
で
き

ず
、
マ
シ
ン
の
熟
成
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
は
十
分
な
走
行

を
重
ね
、
自
信
を
持
っ
て
本
番
に

挑
み
た
い
で
す
。
速
い
車
を
作
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
製
作

す
る
メ
ン
バ
ー
全
員
が
満
足
の
い

く
設
計
で
や
り
遂
げ
た
い
。
み
ん

な
の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
た
車
で

結
果
を
残
し
た
い
で
す
ね
。

いまを駆ける！岐大生face

「車の製作やリーダーを務めて得た
技術や知識を将来の仕事に役立てていきたい。」

岐阜大学フォーミュラレーシング
チームリーダー

薫
く ん だ

田 淳平 さん
岐阜大学工学部機械工学科2年
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岐阜大学工学部機械工学科

菊地 聡 准教授



実際に山に入り、道なき道を行く調査は大変ですが、
仲間とともに楽しみながら研究を進めています。

顧問を務める淺野玄准教授
は、「物静かな印象ですが、責
任感が強く、みんなをまとめ
ている。山での調査もみんな
を気遣いながら進めるので、
信頼も厚い」と原田さんを高
く評価する。「岐阜県はクマ
が多い自然豊かな場所。メン
バーにはクマの生態調査を通
して、自然の厳しさや素晴ら
しさを知ってほしいですね」。

毎年4月末頃には、大野郡白川村で調査を行
う。双眼鏡を使い、反対側の山にいるクマを探
し、その様子を観察する。また、下呂市の岐阜
大学位山（くらいやま）演習林で自動カメラに
よる定点観測も実施。「実際にクマが映ると感
動する」と原田さん。

主な活動内容
1 生息環境調査

調査地へ定期的に出向いて、山の中を散策しな
がらどんな植物が生えているかを調べたり、クマ
の痕跡（糞・食痕・足跡など）を探したりします。

2 食性調査

調査地で採集した糞の内容物を調べて、クマが
その時季に何を食べているかを分析します。

3 クマ剥ぎ調査

クマが樹木の皮を剥ぐ「クマ剥ぎ」という林業被
害の痕跡を探索し、被害が起こる条件やその対
策について考察します。

平成元年に前身となる「岐阜大学ツキノワグマ研究グループ」
が結成され、大野郡白川村を拠点に平成7年まで活動を行う。
その後一旦は活動休止となるが、平成11年に「岐阜大学ツキ
ノワグマ研究会」と改名し、調査地を本巣市の根尾谷に移し
て活動を再開した。現在は約30名のメンバーが交代制で調査
地へと定期的に足を運び、ツキノワグマの足跡や糞などの痕
跡を探す。その調査結果を分析・記録し、過去のデータと照
らし合わせながら、ツキノワグマの生態や生息環境などを考
察。毎週火曜日の定例会で調査報告を行い、メンバー全員で
情報を共有して研究を進めている。

「岐阜大学ツキノワグマ研究会」

山
で
ク
マ
の
痕
跡
を
調
査
し
、

農
作
物
や
林
業
被
害
対
策
を
考
察
。

私
は
野
生
動
物
の
生
態
に
興
味

が
あ
り
、
こ
の
研
究
会
に
入
り
ま
し

た
。
毎
週
末
に
参
加
可
能
な
メ
ン

バ
ー
で
調
査
地
へ
出
掛
け
、
定
例
会

で
は
そ
の
報
告
を
行
っ
た
り
、
次
回

の
調
査
計
画
を
練
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

調
査
場
所
は
、
本
巣
市
の
根
尾
谷

や
福
井
県
と
の
県
境
に
広
が
る
大

川
原
の
国
有
林
な
ど
。
春
先
か
ら

夏
に
は
山
の
緑
が
生
い
茂
り
、
道
な

き
道
を
行
く
の
で
、
全
員
が
地
図
と

コ
ン
パ
ス
を
必
ず
持
っ
て
山
に
入
り

ま
す
。
地
図
と
い
っ
て
も
地
形
図
し

か
な
い
の
で
、
常
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
位
置

を
確
か
め
な
が
ら
進
み
ま
す
。

調
査
で
は
主
に
、
ク
マ
の
糞
を
探

し
ま
す
。見
つ
け
た
糞
は
持
ち
帰
り
、

木
の
実
や
樹
皮
、
昆
虫
な
ど
、
内
容

物
を
種
類
ご
と
に
分
別
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
重
さ
を
測
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
記
録
を
蓄
積
す
る
こ
と
は
、
実
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
ク
マ
が

ど
の
時
季
に
ど
ん
な
食
物
を
利
用
し

て
い
る
か
を
知
る
こ
と
で
、
食
物
が

不
足
す
る
の
は
い
つ
か
、
ま
た
、
ク

マ
に
と
っ
て
食
物
が
ど
の
程
度
重
要

な
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
情
報
が
ク
マ
に
よ
る
農
林
被
害
や

人
里
へ
の
出
没
を
抑
え
る
手
が
か
り

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
ク
マ
が
樹
木
の
皮

実際に山や森林に分け入ってツキノワグマの生態を調査する「ツキノワグマ研究会」の代表を務める原田和輝さん。
定期的に現地調査を行ったり、他大学との調査結果報告会に参加したりと、
仲間との連携を図りながら本格的な活動を展開する。

「人と野生動物との共存」という大きな目標を掲げ、ツキノワグマに対する正しい知識を広めたいと
日々、調査や研究に励んでいる。

を
剥
ぐ
「
ク
マ
剥
ぎ
」
の
調
査
も
実

施
。
そ
の
痕
跡
が
あ
る
樹
木
の
種

類
や
場
所
な
ど
を
分
析
し
、
ク
マ
剥

ぎ
が
起
こ
り
や
す
い
条
件
が
分
か
れ

ば
、
林
業
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る

効
果
的
な
対
策
考
案
の
一
助
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ク
マ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
。

昨
年
、
５
つ
の
大
学
の
学
生
が

東
京
農
工
大
学
に
集
ま
っ
て
ク
マ

に
関
す
る
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
ヒ
グ
マ
を
研
究
す
る
北
海
道

大
学
や
酪
農
学
園
大
学
の
調
査
活

動
は
規
模
が
大
き
く
、体
力
は
も
ち

ろ
ん
、地
図
を
読
む
技
術
や
緻
密
な

報
告
書
な
ど
、ど
れ
も
見
習
う
と
こ

ろ
ば
か
り
で
し
た
。
自
分
た
ち
も

さ
ら
に
本
格
的
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
人
に
被
害
を

与
え
る
害
獣
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
実
は
、
木
の
実
や

植
物
を
主
食
と
し
、
人
を
襲
う
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
遭
遇
し

て
も
刺
激
し
な
い
限
り
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
方
か
ら
逃
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
ク
マ
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
も
っ
と
広
め
て
、
野
生
動
物
と

人
が
共
生
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。
こ
の
先
の
将
来
も
、

野
生
動
物
の
調
査
研
究
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

いまを駆ける！岐大生face

「ツキノワグマの生態調査を通して、
野生動物と人との共存を目指したい。」

岐阜大学ツキノワグマ研究会 代表

原田 和輝 さん
岐阜大学応用生物科学部生産環境科学課程３年

調査隊長として原田さんを支え
る砥綿さん。「実際にフィールド
に出て調査することが楽しいで
す。他大学の調査に参加させて
いただいた経験を生かして、もっ
と本格的な調査ができる体制づ
くりを頑張りたいです」。
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岐阜大学応用生物科学部共同獣医学科 野生動物医学研究室

淺野 玄 准教授

岐阜大学応用生物科学部生産環境科学課程３年

砥
と わ た

綿 夕里花 さん



岐阜大学基金

法人・団体等
（医）白鳳会 鷲見病院 様
（株）TYK 様
（株）天野企画 様
（株）インフォファーム 様
（株）環境アセスメントセンター 様
（株）コームラ 様
（株）後藤紙店 様

個人
青山 　 芳 雄 様
荒幡　一男 様
安藤　柾博 様
飯田　政敏 様
石川　晶崇 様
石川由美子 様
石田　欽一 様
石塚　達夫 様
泉　　路博 様
五十川好 子 様
市川　幹雄 様
市原　信治 様
市原　美里 様
伊藤　賢市 様
伊藤英比古 様
伊藤　弘和 様
稲垣　克己 様
伊 能のり子 様
井上　慎一 様
井上　博善 様
岩砂　和雄 様
岩田　　元 様
上田　元 信 様
臼井　四一 様
内堀　信吾 様
宇野　久夫 様
宇野　善男 様
江崎　　攝 様

種田　稔一 様
大石　繁次 様
大島　俊三 様
大野　勝利 様
大野　弘子 様
大野　通敏 様
大橋　勝英 様
大𦚰　文子 様
小笠原政道 様
岡田千之 助 様
岡田　　実 様
岡本　　昇 様
奥田　誠 彦 様
奥野　毅彦 様
小倉　礼子 様
小栗　敬彦 様
小栗奈津子 様
小 栗　達 弘 様
嘉住　熊二 様
桂川　幾郎 様
加藤　健二 様
加藤　利純 様
加藤　　稔 様
門脇　弘子 様
可児　光子 様
川上　節男 様
河田　君代 様
菊地　俊郎 様

岸本　伍郎 様
北井　光男 様
北川　精一 様
北嶋　敏和 様
木谷　　進 様
北野　良樹 様
木村　志づ 様
木村　　博 様
口丸　和雄 様
熊切　直美 様
熊切由美代 様
熊田　克己 様
黒田　広子 様
桑原　利雄 様
桑山　明久 様
小池　寛司 様
小島　基行 様
後藤　悦男 様
小林　房代 様
小見山輝人 様
近藤　　孝 様
近藤　文男 様
阪上　幸男 様
榊 原いづみ 様
坂口　卓蔵 様
阪野雄三郎 様
酒向　淳匡 様
澤井　克弘 様

清水　範子 様
清水　　勝 様
下平　友人 様
杉浦　広美 様
杉山惣七郎 様
杉山　　宏 様
鈴木　賢治 様
鈴木　士朗 様
鈴木　　満 様
須田　　宏 様
住田　光夫 様
関村　恵子 様
千田　銈三 様
髙井　重成 様
高木　和己 様
高木　敏彦 様
髙木　善征 様
髙須　信明 様
髙橋　和子 様
髙橋　捷允 様
髙橋　　実 様
髙橋　　睦 様
髙宮　秀至 様
髙村　幸志 様
滝　紀世武 様
竹内　巧治 様
竹内　宏一 様
竹腰　昭道 様

武田　照之 様
武田　幸夫 様
田中　　需 様
棚橋　　忍 様
谷村　兼行 様
玉置　健三 様
玉置　直温 様
田村　茂雄 様
田谷　與一 様
坪井　尚子 様
出口　京子 様
東畑　玲子 様
時田　明宏 様
戸田　益夫 様
虎前　浩二 様
中島　弘義 様
永野　卓司 様
那須理三郎 様
西井　正美 様
西尾　俊勝 様
西垣　政喜 様
西田　　研 様
西村千恵美 様
西脇　健二 様
丹羽　憲司 様
丹羽　祐勝 様
野寺　夕子 様
萩原文美子 様

長 谷川夕子 様
蜂矢百合子 様
八田　洋章 様
林　　明子 様
林　　勝之 様
林　健太郎 様
林　　　一 様
林　　秀喜 様
東　庸太郎 様
菱田　昭夫 様
日比　敏 行 様
平田　公伸 様
平野　昭彦 様
平野　英生 様
藤井　敏男 様
藤代　　勝 様
藤浪美代子 様
藤森　　進 様
舟 橋まゆみ 様
古田　博己 様
古田　光雄 様
不破　一郎 様
正木　友章 様
増田　行義 様
松浦　　進 様
松下　捷彦 様
松波智恵子 様
松本　兼治 様

松本　俊明 様
三國喜四郎 様
三品　和子 様
水庫　利重 様
水野　芳晴 様
溝口　敏博 様
三谷　省造 様
味元　宏道 様
宮崎　富識 様
宮武　博明 様
宮藤　守雄 様
村松　重広 様
村本登代二 様
銘苅　敏夫 様
矢嶋　英敏 様
安江　幸洋 様
山内　　徹 様
山田　新尚 様
山村久兵衛 様
山本　明子 様
横山　　勇 様
横山美知子 様
吉田由希子 様
渡邉　　曉 様
渡邉　栄彦 様
渡辺　則和 様
渡邉　光啓 様

Meiji Seika ファルマ（株） 様
SSC（株） 様
おおのレディースクリニック 様
岐阜車体工業（株） 様
ぎふ農業協同組合 様
共立製薬（株） 様
大日本土木（株） 様

中部電力（株） 様
東栄電業（株） 様
早川精機工業（株） 様
ミニストップ（株） 様
ムトー精工（株） 様

（株）十八楼 様
（株）宝機材 様
（株）タナック 様
（株）テクノア 様
（株）プロスパー 様
（株）文溪堂 様
（株）ホクエー電工 様

岐阜大学基金創設の趣旨
　本学が、更なる飛躍発展を遂げ、地域社会からの信頼と期待に応え、地域社会に貢献できる大学としての責任を果たすためには、流動的・機動的資金の
運用が可能である基金が必要であることから、平成21年6月に創立60周年記念を契機として「岐阜大学基金」を創設いたしました。
　この基金は、多くの皆様のご協力により、学生に対する奨学金や国際交流事業、特色ある研究活動への支援、地域社会への貢献事業、キャンパス整備な
ど継続的な教育研究活動に活用することとしております。

ご寄附者芳名録
　平成29年10月から平成30年3月末までにご寄附いただいた方で、掲載をご了承いただいた方を五十音順にご紹介させていただきます。また、4月以降
にご寄附をいただきました方につきましては、次号にて掲載させていただきます。なお、本学役職員につきましては割愛とさせていただきました。
　現在、実施しております学生支援事業、教育研究活動支援事業、地域貢献活動支援事業、キャンパス環境整備事業、特定事業（寄附者が指定する事業）
等を充実するために、今後とも、岐阜大学基金へより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

岐阜大学基金の詳細については、Webをご覧願います。
https://www.gifu-u.ac.jp/fund/

岐阜大学基金についてのお問い合わせ先
岐阜大学基金事務室　〒501-1193　岐阜県岐阜市柳戸１番１
TEL 058-293-3276　FAX 058-293-3279　Ｅ-mail  kikin@gifu-u.ac.jp

「第5回岐阜大学同窓会連合会の集い」開催のご案内
日時　平成30年9月8日（土）15:00～
会場　岐阜大学サテライトキャンパス
　　　（岐阜市吉野町6丁目31番地　岐阜スカイウイング37　東棟4階）

岐阜大学OB・OGの方のご参加をお待ちしています。
参加申し込みは各学部同窓会事務局へご連絡願います。

多くの皆様から
岐阜大学基金へご寄附をいただき、
心よりお礼申し上げます。

特 徴

　　　 プレゼント応募締切：

平成30年12月31日㈪必着
※当選者の発表は、賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。
※重複でのご応募は無効とさせていた
だきます。

▶▶▶

山田 敏弘 教授

岐阜大学教育学部国語教育講座
（日本語学・方言学）

編集・著作者から

岐阜方言缶バッジをPresent !

方言クイズ

今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見やご要望をお待

ちしています。

岐阜大学広報誌「岐大のいぶき No.35」に添付されたアンケートハ

ガキでアンケートにご協力いただいた方の中から、抽選で6名様
に『岐阜県の方言が載った缶バッジ（1セット3個）』を進呈い
たします。プレゼントをご希望の方は、アンケートハガキにお名前、

ご住所、電話番号をご記入ください。

平成29年12月20日（水）、岐阜大学教育学部山田敏弘教授が編集・著

作を手掛けた書籍『岐阜県方言辞典（岐阜大学活性化経費刊行物）』が出

版されました。山田教授が長年かけてデータベース化した岐阜県各地の

方言が470ページにわたって掲載されています。
※本書は岐阜大学図書館で閲覧できます。

● 明治以降の岐阜県内郡市町村史に記述された方言5万語以上を収録
● 方言の語源や県内の類語を掲載
● 愛知県を含めた方言の分布図800点を収録

次の方言の意味はなんでしょう？

①はんちくたい（飛騨地区）　②あんじゃない（東濃地区）　③しゃちやく（岐阜地区）

岐大のいぶきNo26でもとりあげた『岐阜県方言辞
典』が完成しました。

岐阜県人のアイデンティティを実感することもでき
る貴重な一冊です。私が研究している「方言」は、近
年、教育や医療の現場などでも重要な言葉として、注
目を集めています。方言を知ることは、岐阜県の歴史
や言語文化の広がりを学ぶことにもつながります。ま
た、東北地方や九州地方では方言にまつわるお土産や
グッズが散見されるなど、これからは個性的な方言が
フィーチャーされる時代です。『岐阜県方言辞典』を
きっかけに、方言に興味を持ち、出身地や居住地に誇り
を持っていただければうれしいです。

「岐阜県方言辞典」が完成しました！
方言クイズの答え　①はがゆい　②心配するな　③お節介をやく
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講座名 受講対象者 開催時期 講習料 実施部局

■2018　視る・考える・創る「形と数」の教室
　－キミは数学イノベーター！－

小学校５年生から中学校
１年生までの児童及び生徒

（引率保護者1名の参加も可能）
6/9㈯、8/10㈮、12/8㈯ 無料

☎ 教育学部
　 058-293-2351

■親子天文教室 小・中学生とその保護者
4/29㈰㈷、7/29㈰、

11/11㈰、
H31/2月中旬

無料

■昆虫教室 小学生とその保護者 5/6㈰、7/22㈰ 無料

■大学生と学ぶ恐竜学入門 小学生とその保護者 10/28㈰ 無料

■【岐阜大学重点講座（ものづくり）】
　デッサン講座 中学生、高校生 8/19㈰、12/2㈰ 無料

■地域科学部の授業Ⅱ 一般市民
（高校生を含む）

10/13㈯、10/20㈯、
10/27㈯ 無料 ☎ 地域科学部

　 058-293-3003

■応用生物科学部　中学生のための体験科学講座 中学生 10/13㈯ 無料

☎ 応用生物科学部
　 058-293-2832

■家庭菜園の基礎　－理論と実際－ 一般市民 4月～H31/1月 10,600円

■食べられる生命　－肉と卵と牛乳の科学と実際－ 一般市民 4月～H31/1月 7,600円

■農福連携のための農業技術講習 障がい者福祉施設関係者
及び一般市民 4月～H31/1月 7,600円

■味噌作り 一般市民 4月～H31/1月 5,600円

■【岐阜大学重点講座（環境・ものづくり）】
　「森で遊ぼう～2018夏～」 小学生とその保護者 7/7㈯ 500円

■【岐阜大学重点講座（環境）】 
　『肥料と育て方の工夫で野菜をおいしく作る話』 一般市民、学生 9/22㈯ 無料 ☎ 連合農学研究科 

　 058-293-2984

■先端を行く連合創薬医療情報研究科 受験希望者、一般市民 11月 無料 ☎ 連合創薬医療情報研究科
　 058-230-7602

■生命科学研究がもたらすもの
　－最新の研究の紹介－（仮） 一般市民・学生 10月～11月 無料

☎ 研究推進・社会連携機構
　 （研究推進部研究推進課） 
　 058-293-2014

■生涯学習の今日的意義と課題（8）
　ー今、生涯学習に求められるものー

生涯学習・社会教育関係
職員、社会教育主事施設、
公民館主事等学習施設の
職員、ボランティア指導
者、一般市民、学生等

12/9㈰ 5,600円 ☎ 地域協学センター
　 058-293-2284 

公開講座のご案内 岐阜大学では大学で行われる授業や研究の取り組みを広く知っていただくため公開講
座を行っています。募集期間や定員を設けている講座がありますので、詳細は大学
Webサイトでご確認ください。

「岐大のいぶき」について
「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹（いぶき）山と生気・活気を意味する息吹をかけて名付けられました。岐阜大学のある濃尾平野には、
" 伊吹おろし " と呼ばれる強い季節風が吹き込みます。これになぞらえ、本誌には、岐阜大学の活力（いぶき）を地域から世界へ感じさ
せたいという願いが込められています。

■「岐大のいぶき」についてのご意見ご感想をお待ちしております。
送付先 / 岐阜大学総合企画部総務課広報室広報係　〒 501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1
TEL 058-293-2009 　FAX 058-293-2021　 Email kohositu@gifu-u.ac.jp

※表示価格はすべて税込です

https://www.gifu-u.ac.jp/about/publication/publications/ibuki.html

岐大のいぶきはWebからもご覧いただけます！


